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1 はじめに 

養殖業を取り扱う漁業従事者にとって，赤潮

の発生による被害が大きな問題となっている．

2015 年には，3億円を超えるほどの甚大な損害を

被っている．このような，赤潮による養殖業へ

の被害を抑えるため，水産学の研究者は，赤潮

の発生予測を行っている． 

現在，ICT を利活用して，赤潮対策を支援する

取り組みが行われている．我々は，その内の一

つとして，研究者が赤潮の発生予測を行うため

に必要な，漁業従事者から研究者へ向けた，海

域異常を報告するシステムを開発してきた[1]．

このシステムにより，漁業従事者が，正確な海

域情報を容易に報告することが可能となった．

このことから，赤潮の発生予測を行うために必

要な情報量が増加し，研究者が赤潮の発生予測

をするための一助となっている．しかし，研究

者から漁業従事者へ向けて赤潮情報を迅速に配

信するシステムはまだ確立されておらず，赤潮

への態勢が万全とは言い難く，システムの開発

が求められている． 

システムの開発にあたっての，要求されてい

る項目として， 

1. 漁業従事者が，早期に赤潮情報を得るため

に，赤潮情報が配信されたことに気づく必

要がある 

2. 漁業従事者に赤潮の警戒度を伝えることを

必要とする 

3. 漁業従事者の業務に支障をきたさないため

に，誤情報や偽情報の配信を防ぎつつ，漁

業従事者に赤潮情報を迅速かつ確実に配信

する 

4. 過去に配信された赤潮情報を利用しやすい

よう，赤潮情報を表示する 

5. 今後赤潮情報を配信する地域が増減した場

合に，対応できるような構成にする 

 

 

 

 
図 1 システム概要図 

 

といったことが挙げられている． 

 そこで本研究では，漁業従事者が赤潮への早

期対策を講じるための時間確保を支援する，研

究者から漁業従事者へ向けた赤潮情報配信を目

的としたシステムの開発を行う．その上で，上

記した要求項目を満たすような機能の実現を図

っていく． 

 

2 システム概要 

本システムは，図 1に示すように，赤潮情報受

信アプリケーションと，赤潮情報を配信，検索，

表示する赤潮情報配信システム，情報を管理す

るためのサーバの 3つから構成される． 

 

2.1 赤潮情報受信アプリケーション 

 赤潮情報確認アプリケーションでは，漁業従

事者が赤潮情報の配信に気がつく必要があるた

め，通知機能を用いて情報を知らせる． 

 

2.1.1 地区登録機能 

 アプリケーション利用者が，赤潮情報が配信

された際に通知を受け取るためには，通知して

もらいたい地区を事前に登録してもらう必要が

ある．GPS で得た現在位置，もしくは，図 2 のよ

うな地図上から地区を選択するかのどちらかの

方法で登録可能とすることで，現場にいる場合，

いない場合のどちらでも容易に登録することが

できる． 

 

2.1.2 通知機能 

 漁業従事者が，赤潮に対して早期に対応する

ためには，赤潮情報を，研究者から漁業従事者 
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図 2 地区登録画面 

 

へ向けて迅速に知らせることが求められる． 

本システムでは，赤潮情報が配信された際に，

登録地区が赤潮範囲に該当する利用者に対して

通知を行う．さらに「注意報」「警報」「赤潮

発生」といった，赤潮の警戒度に応じ，音の発

生や通知形式を組み合わせて通知方法を変更す

ることで，どのような情報を受信したのかを把

握しやすくする． 

 

2.1.3 赤潮情報閲覧機能 

通知による情報の取得だけではなく，漁業従

事者自ら，既に配信されている赤潮情報を確認

したい場合にも対応することが求められる．そ

のため，通知のタップや，赤潮情報選択ページ

で地区を選択することで，後述する赤潮情報配

信システムの赤潮情報配信機能のうちの，pull

型配信ページへ移動し，閲覧することができる． 

 

2.2 情報を管理するサーバ 

地区の増減への対応や管理を容易に行えるた

めに，地区ごとにサーバを用意する．アプリ利

用者が登録した位置情報や，研究者が予測し，

配信された赤潮情報は，各地区のサーバにそれ

ぞれ保存される． 

 

2.3 赤潮情報配信システム 

 赤潮情報配信システムでは，漁業従事者へ向

けた赤潮情報の登録，過去に配信された赤潮情

報の確認，漁業従事者への赤潮情報配信を行う． 

 

2.3.1 赤潮情報登録機能 

 漁業従事者に赤潮情報を配信するため，研究

者による赤潮情報の登録を行う．  

 また，偽情報や誤情報により漁業従事者を困

惑させないことが求められることから，アカウ

ントを作成し，ログイン時のみ赤潮情報の編集

を可能とすることで，部外者による偽情報の配

信を防ぐ．さらに，誤情報の配信を最小限に抑

えるため，情報登録の最終画面において，登録

情報の確認を行う． 

 

2.3.2 赤潮情報確認機能 

 過去に配信した情報に問題が発覚するなど，

配信済みの赤潮情報の配信履歴が必要となる場

合がある．そのため，配信済みの赤潮情報を表

形式で表示する． 

 

2.3.3 赤潮情報配信機能 

 漁業従事者が，登録地区の赤潮情報を迅速に

把握することを可能とするため，push 型配信と

して，該当するアプリケーション利用者に対し，

「地区名」「赤潮の警戒度」「赤潮に関するコ

メント」を送信する． 

 また，漁業従事者が自ら赤潮情報を確認する

ことも求められるため，赤潮情報の過去数件分

をウェブ上で表示する pull 型配信を行う． 

 

3 おわりに 

 本研究では，赤潮への早期対策を支援するこ

とを目的として，赤潮情報の配信，受信，閲覧，

登録，管理が行えるシステムを構築した． 

 要求項目の 1，2，3については，通知機能と赤

潮情報登録機能，赤潮情報配信機能の実装によ

り，満たした．また，要求項目 4については，赤

潮情報確認機能によって実現した．さらに，要

求項目 5については，サーバを地区ごとに用意す

ることで対応した． 
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